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【手続補正書】
【提出日】平成23年4月26日(2011.4.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数アンテナ送信機（１０）からの送信を制御する方法であって、
　複数のテンプレート・チャネル実現値を含むテンプレート・チャネル実現値の初期集合
を生成する工程と、
　宛先受信機（１２）における実チャネル実現値についての二次統計量を決定する工程と
、
　前記実チャネル実現値の前記二次チャネル統計量を反映し且つ複数の仮想チャネル実現
値を含む仮想チャネル実現値の集合を取得するために前記二次チャネル統計量に応じて前
記テンプレート・チャネル実現値の初期集合を適応させる工程と、
　前記仮想チャネル実現値の集合の一部又は全部のサンプル集合にわたって平均をとるこ
とにより前記実チャネル実現値に対応する確率密度関数に関する積分を近似することに基
づいて、前記宛先受信機（１２）への送信を制御するために前記仮想チャネル実現値の集
合に応じて一つ以上の送信制御パラメータを決定する工程と
を有することを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記テンプレート・チャネル実現値の初期集合を生成する工程は、事前に算出されて記
憶された値から前記テンプレート・チャネル実現値の初期集合を生成する工程を有するこ
とを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記事前に算出されて記憶された値から前記テンプレート・チャネル実現値の初期集合
を生成する工程は、事前に記憶された独立同分布（ＩＩＤ）ガウス分布の行列サンプルの
集合から前記テンプレート・チャネル実現値の初期集合を形成する工程を有することを特
徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記仮想チャネル実現値の集合を取得するために前記二次チャネル統計量に応じて前記
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テンプレート・チャネル実現値の初期集合を適応させる工程は、前記仮想チャネル実現値
の集合が前記実チャネル実現値の前記二次統計量を反映するように前記二次統計量に応じ
て前記テンプレート・チャネル実現値の初期集合内の初期テンプレート・チャネル実現値
を拡大縮小及び変換することによって前記仮想チャネル実現値の集合内の各仮想チャネル
実現値を形成する工程を有することを特徴とする請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記仮想チャネル実現値の集合に応じて一つ以上の送信制御パラメータを決定する工程
は、前記仮想チャネル実現値の集合から送信プリコーディングのための電力割り当てを算
出する工程を有することを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記仮想チャネル実現値の集合から送信プリコーディングのための電力割り当てを算出
する工程は、前記仮想チャネル実現値の集合の一部又は全部のサンプル集合にわたって平
均をとることに基づいて前記実チャネル実現値に対応する確率密度関数に関する積分を近
似することに依存して最適な送信アンテナ電力割り当てを繰り返し算出する工程を有する
ことを特徴とする請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記仮想チャネル実現値の集合に応じて一つ以上の送信制御パラメータを決定する工程
は、前記仮想チャネル実現値の集合に基づいて前記宛先受信機（１２）に対する変調・符
号化方式（ＭＣＳ）を選択する工程を有することを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記宛先受信機（１２）における実チャネル実現値についての二次統計量を決定する工
程は、前記送信機（１０）において受信した前記宛先受信機（１２）からの既知の信号の
観測値に基づいて前記二次統計量を算出する工程を有することを特徴とする請求項１に記
載の方法。
【請求項９】
　前記宛先受信機（１２）における実チャネル実現値についての二次統計量を決定する工
程は、前記宛先受信機（１２）からのフィードバックに基づいて前記二次統計量を決定す
る工程を有することを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記宛先受信機（１２）からのフィードバックに基づいて前記二次統計量を決定する工
程は、前記宛先受信機（１２）から前記二次統計量を受信する工程を有することを特徴と
する請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記宛先受信機（１２）における実チャネル実現値についての二次統計量を決定する工
程は、前記実チャネル実現値に対する白色化チャネル応答についての二次統計量を決定す
る工程を有することを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記実チャネル実現値に対する白色化チャネル応答についての二次統計量を決定する工
程は、前記白色化チャネル応答の共分散を決定する工程を有することを特徴とする請求項
１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記白色化チャネル応答の共分散を決定する工程は、前記宛先受信機（１２）からのフ
ィードバックとして前記白色化チャネル応答に関する共分散情報を受信する工程を有する
ことを特徴とする請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記二次チャネル統計量に応じて前記テンプレート・チャネル実現値の初期集合を適応
させる工程は、前記白色化チャネル応答の前記共分散に基づいて前記テンプレート・チャ
ネル実現値の初期集合を拡大縮小及び変換する工程を有することを特徴とする請求項１２
に記載の方法。
【請求項１５】
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　前記送信機（１０）は無線通信ネットワークにおいて動作するように構成された直交周
波数分割多重（ＯＦＤＭ）送信器を備え、
　前記仮想チャネル実現値の集合に応じて一つ以上の送信制御パラメータを決定する工程
は、前記仮想チャネル実現値の集合に基づいて、二つ以上の送信アンテナ（１６）のそれ
ぞれからＯＦＤＭチャンクを送信するための送信プリコーディング重みを算出する工程を
有することを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１６】
　前記送信機（１０）は無線通信ネットワーク（１４）において動作するように構成され
た多入力多出力（ＭＩＭＯ）送信器を備え、
　前記仮想チャネル実現値の集合に応じて一つ以上の送信制御パラメータを決定する工程
は、前記仮想チャネル実現値の集合に基づいて、二つ以上の送信アンテナ（１６）のそれ
ぞれから前記宛先受信機（１２）へ送信するための送信プリコーディング重みを算出する
工程を有することを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１７】
　複数アンテナ送信機（１０）のための送信コントローラ（２０）であって、
　複数のテンプレート・チャネル実現値を含むテンプレート・チャネル実現値の初期集合
を生成し、
　宛先受信機（１２）における実チャネル実現値についての二次統計量を決定し、
　前記実チャネル実現値の前記二次チャネル統計量を反映し且つ複数の仮想チャネル実現
値を含む仮想チャネル実現値の集合を取得するために前記二次チャネル統計量に応じて前
記テンプレート・チャネル実現値の初期集合を適応させ、
　前記仮想チャネル実現値の集合の一部又は全部のサンプル集合にわたって平均をとるこ
とにより前記実チャネル実現値に対応する確率密度関数に関する積分を近似することに基
づいて、前記宛先受信機（１２）への送信を制御するために前記仮想チャネル実現値の集
合に応じて一つ以上の送信制御パラメータを決定する
ように構成された一つ以上の処理回路（２１）を備えることを特徴とする送信コントロー
ラ（２０）。
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